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平成 30 年度 国際理解ワークショップ 進行シート 

 

作成日：    平成３０年   ８月   ２日 

大 学 名：  上越教育大学             

タイトル：お米から考えよう～世界の食料事情とこれからの私たち～                    

 

１：本ワークショップの要旨 

小学校では用水路や稲作体験や食文化等、中学・高校では世界の現状に関する学習に関連付けて、お米を切り

口としながら世界の食料事情について柔軟に思考をめぐらせます。身近な「お米」から日本の食料自給率の問題、さ

らに海外から輸入した食材に依存した食生活を題材とし、世界とのつながりを「相互依存度神経衰弱」等の子どもた

ちが主体的に学ぶアクティビティを使って、協働的に体験しながら、将来を見据えて自分と食のあり方を考え直す参加

型のプログラムです。 

 

 

 

２：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

 新潟県の特産品としても日本人の主食としても身近な存在である「お米」に着目し、日本で「お米」を食

べる人が減少していることや、他の食材の自給率が低く外国からの輸入に依存しているという現実を知り、

参加者どうしで意見を共有することを通して、将来を見据え世界とのつながり感じながら「お米」や食との

関わり方を捉え直そうとする態度を育成することです。 

 

 

 

３：本トピックをとりあげる理由 

 グローバル化により私たちは、海外の食事を手軽に楽しめ、食を通して離れた国の文化にも触れること

ができるようになった。このような豊かな食生活は、多くの食品を外国からの輸入に依存して成り立って

いる反面、日本の食料自給率は低下している現状がある。一方、お米は日本の主食であり、新潟県は国内

有数の生産地として有名である。また新潟県の子供たちにとって、お米は地域としての田園風景や学校で

の稲作体験など非常に身近な存在として学習することができる。このワークショップを通して、日本で主

食としてのお米の消費量が減っている現状や、様々な食材を海外からの輸入に依存し食料自給率が低くな

っている状況を体験的に学ぶことで、参加者がお米や食への見方や考え方を捉え直すことができるのでは

ないかと考えた。また、郷土の特産物として身近な存在のお米であるからこそ、参加者どうしの意見や考

えの共有もしやすく、将来を見据えながら考えを深めていけると考えた。 

 

様式３ 
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４：活動過程   （使用時間：  ９０分      参加人数：１５名～６０名程度  ） 

 

過 程 

(所要時間) 
活動内容 

具体的な発問・ 

説明・動きなど 
ねらい 

使用する 

教材・備品 

予想される反応、

その他注意事項 

導 入 :起 

（１５分） 

 

[①グループづ

くり] 

クラス混合で５

～６人のグルー

プを形成する。 

 

[②ウォームア

ップ] 

テーマについて

グループ内で意

見交換をする。 

①好きな季節

は？ 

②好きな寿司ネ

タは？ 

 

「同じグループ番

号のひとを集まっ

て座りましょう。 

 

「出会いを大切

に、授業を一緒に

作っていくため

に、心と体の緊張

をほぐしましょ

う。」 

 

「同じ意見、ちが

う意見、いろいろ

あっておもしろい

よね。」 

 

・できるだけ時

間をかけずに事

前に決めたグル

ープで集まれる

ようにする。 

 

・簡単なウォー

ムアップを通し

て、活動しやす

い雰囲気にして

いく。 

 

・多様な考えを

共有できる温か

い雰囲気や、グ

ループで協力し

ながら楽しく課

題解決へ向かう

きっかけを作

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・プロジェクタ

ー 

・ＰＣ 

 

・誰と同じグルー

プになるのかな。 

・グループを作る

上での配慮等を学

校と確認。 

・児童の発言・態度

に気をつける。 
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展 開 ：承 

（３０分） 

[③クイズ] 

・お米や食料の

問題に関するク

イズにグループ

で取り組み、話し

合いながら答え

を考えていく。 

 

・ミニホワイト

ボードにグルー

プで出し合った

答えを書いてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[④相互依存カー

ド] 

・食品の相互依

存カードを使っ

て、身近な食材は

どんな国から来

ているのか理解

する。 

 

・授業の目標を提示

する。「世界とのつ

ながりを感じなが

ら、お米や食料の問

題について考えて

いこう」 

Q１「日本の朝食」 

日本で朝食の主食

として一番多く食

べられているのは

次のうちどれ？ 

Q2「主食とは？」 

主食と思うものを

できるだけ多く言

ってみよう。 

Q3「世界で一番多く

作っている国は？」 

Q4「食べ残しが多い

国はどこか？」 

Q5「原料を外国から

一番多く輸入して

いるメニューは？」 

「食料自給率とい

う言葉を知ってい

ますか？」 

・「食料自給率」の説

明 

 

Ｑ６「次の食品の原

材料はどこの国か

ら多く日本に運ば

れてくるかでしょ

うか？」 

1．サケ 2．えびの

天ぷら 3．豆腐 

4．チョコ 5．キシリ

トールガム 

 

・クイズに答え

ることを通して、

お米に関する身

近な問題からグ

ローバルな食料

の問題を考える

きっかけを作る。 

・朝食のパン食

が増え、主食と

してお米を食べ

る人が減ってき

ていることを理

解する。 

・主食の意味を

捉える。 

・日本は食べ残

しが多いことを

着目させた後、次

の食料輸入の問

題に移る。 

・お米の自給率

は高いが、ほかの

食料は海外から

の輸入に依存し

ていることを捉

えさせる。 

 

 

・まず、それぞれ

の食品の原材料

が何か考えるよ

う促す。 

・世界地図を示

して食料を輸出

している国が、日

本とどれだけ離

れているか確認

し、世界とのつな

・ミニホワイト

ボード 

・ペン 

・プロジェクタ

ー 

・パソコン 

Q１資料 

「日本の朝食に

関する調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4 資料 

「食料自給率に

ついて」 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

・世界地図 

・相互依存カー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

・どれもよく食べる

な。 

・自分の家はご飯が

多いけれど、他の家

はパンが多いのか

な。 

・パンを食べる人が

増えているから、米

は減っているのか。 

 

 

 

 

 

 

・こんなに食べ残し

が多いのか。 

・どれも日本で作っ

ているんじゃない

の？ 

・日本は、こんなに

外国から食材をも

らっているんだ。 

 

 

 

・どこの国の食材な

のだろう？ 
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[⑤フォトランゲ

ージ]地球の食卓 

・主食に注目し

て外国の食生活

を写真から想像

する。 

①個人でワーク

シートに記入。 

②写真を見せな

がらグループ内

で紹介する。 

 

※この活動が終

わったら、１０

分休憩 

 

 

「色々な国から食

料が来ていること

が分かりましたね。

写真のある国の家

庭での食生活を想

像してみましょう。

何を食べています

か？」 

・想像する手がかり

として写真を提示

し、考えたことをワ

ークシートに書き

込むよう指示する。 

 

 

がりに気づかせ

る。 

 

グループで紹介

し合うことを通

して、様々な国

でどんな食事を

しているかイメ

ージを広げられ

るようにする。 

・思いつかない

児童には、何の

料理を作るの

か、主食は何か

を聞いたり、ヒ

ントを与えたり

する。 

 

 

 

 

 

・世界の食卓の

写真 

・ワークシート 

 

 

 

・日本でもよく食べ

るものもあるな 

発 展 ：転 

（３０分） 

[⑥ディスカッ

ション] 

・日本では食料

を多く輸入して

いるという現実

を捉え、食料の

輸入が多いこと

の利点や課題を

考える。 

・まずは個人で

ブレインストー

ミングで一枚の

付箋に一つの考

えをたくさん書

いていく。 

・各班で話し合

ったことをグル

ープの代表の人

が発表する。（３

「食料の輸入が多

いことで、今後ど

のような良い点が

あるでしょうか？

逆に、困ってしま

う点は何でしょう

か？」 

「まずは自分で考

えて、配った付箋

に一つの考えを書

いてください。黄

色の付箋に良い

点、赤色に困る点

を書いてくださ

い。考えたことを

どんどん書きまし

ょう。その後、班で

話し合います」 

「最後に、話し合

・これまでの活

動で学んだこと

から、食料を輸

入することの意

味や課題を考え

られるようにす

る。 

・多角的な見方

ができるよう

に、「私にとっ

て」「地域・日本

にとって」とい

う複数の視点を

示して、考える

ようにさせる。 

・グループ内で

意見を出し合う

ことで考えを深

めていけるよう

・模造紙 

・ペン 

・２色の付 

 箋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昔みたいにお米

が食べられない時

には助かる。 

・輸入することで

いろんな料理が楽

しめる。 

・外国の安いお米

が増えると、新潟は

お米が売れなくな

り、生産量も減る。 

・お米を作る人は

減ってしまうかも

しれない。 
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グループほど） 

 

 

 

【⑦外国に輸出

し食料を売ろう

とする人の立場

を考える。】 

①個人でワーク

シートに記入。 

②全体で考えを

共有する。 

ったことをグルー

プごとに発表して

ください。」 

 

「皆さんも、自分

たちで作ったお米

を販売しました

ね。国内だけでな

く、外国に食料を

販売する人たちも

います。」 

「では、なぜ世界

の国々は海外へ食

料を輸出している

のでしょうか？輸

出をしている国や

人の立場になって

考えましょう」 

にする。 

 

 

 

・本日の活動

や、総合でお米

を販売した経験

と関わらせて、

輸出する人の立

場を考えられる

ようにする。 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

・余るほど作れば

輸出することがで

きるね。 

・外国に売ればお

金が入る。 

・貧しい国に分け

てあげることがで

きる。 

まとめ ：結 

（１５分） 

[⑧振り返り] 

・振り返りをワ

ークシートに記

入する。 

・振り返りをペ

ア 

や全体で共有す

る。 

「ワークショップ

をやって感じたこ

とや考えたことを

ワークシートに書

いてください。」 

「では、書いたこと

をもとにペアで伝

えあってください」 

・このワークシ

ョップを通して

見えてきた良い

点や課題と向き

合い、今後どのよ

うに行動してい

こうとしている

か把握し、評価す

る。 

・ワークシート ・これから自分はど

のように食やお米

と関わっていけば

よいのだろうか。 
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５：会場のセッティング 

 最初は普段の授業隊形でお願いします。ただし、グループでの活動がメインになりますので、班隊形（１

グループ４～５人）で行う予定です。活動の導入でグループ作りを行う予定ですが、人間関係等で配慮が必

要な場合はお知らせください。 

※パワーポイントを使うので、プロジェクターやスクリーン（または大型テレビ）の設置が必要です。 

 

６：使用する教材 

パソコン、プロジェクター、スクリーン、スピーカー、ミニホワイトボード、ホワイトボードマーカー、ワ

ークシート、模造紙、付箋（黄色と赤色）、「相互依存度神経衰弱」カード、世界地図、写真「地球の食卓」 

 

７：参考にした資料 

 ・「フードマイレージ どこからくる？私たちのたべもの」開発教育協会、2010 

・「「お米を」を活用した ESD 創造的な実践をめざして」宮城教育大学 ESD/RCE 推進委員会、クリエイツかも

がわ、2014 

・「もったいない！感謝して食べよう」少年写真新聞社、山本茂、2010 

・「朝食に関する意識調査」全国農業協同組合中央会、2014 

・「子どの食育」 http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/sheet/cooking1.html（2017/8/9 参照） 

農林水産省 

８：その他 

・筆記用具を使用します。子どもたちに持たせるようにしてください。 

 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/sheet/cooking1.html�i2017/8/9

